
大量の情報を瞬時に伝え大量の情報を瞬時に伝え

誰もが便利・快適に利用できる誰もが便利・快適に利用できる
次世代ネットワーク技術次世代ネットワーク技術

戦略重点科学技術（７）

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 次世代バックボーンに関する研究開発 【総務省】

平成１９年度対象予算： １,６１９百万円

（平成１８年度対象予算： １,７９９百万円）

実施期間： 平成１７～２１年度

（予算総額： ９,７９９百万円）

情報通信インフラの強化を図るととも
に、高度な利活用に対応する超高速
ネットワーク環境を整備するため、以下
の技術の研究開発を推進する。

①分散型バックボーン技術
②複数事業者間の品質保証技術
③異常トラヒック検出技術

ＩＳＰ Ａ
東京地区
ＩＳＰ-Ａ

ＩＸ

｢安さ｣､｢速さ」で世界１のブロードバンドサービス
（各ISPとも、自社顧客のためのブロードバンド化には積極的）

ＩＳＰ-A 利用者

東京地区
ＩＳＰ-Ｂ

他地域
ＩＳＰ-Ｙ

他地域
ＩＳＰ-Ｘ

東京他地域

(2) 複数事業者間の
品質保証技術

トラヒックの流れに応じて
ネットワークの利用効率を
最適化するトラヒックエンジ
ニアリング技術を開発し、
個々のサービスごとに必要
な帯域を確保

ルータ

バックボーン

(1 ) 分散型バックボーン構築技術
地域に閉じるトラヒックは当該地域で交換することを
可能とする地域性を考慮した経路制御等

トラヒック交換の東京一極集中の是正

地域に閉じるトラヒックは当該地域で交換

(3) 異常トラヒックの検出・制御技術
通常のネットワーク運用では見られない異
常なトラヒックの検出・制御を可能とする技術

IP電話

IP-TV電話

IP-TV会議

等々

ISP (Internet Serv ice Provider)：インターネット接続事業者
IX(Internet eXchange)：IS Pのためにトラヒック交換機能を
提供する者

アクセス網
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戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発 【総務省】

＜施策の概要図＞

平成１９年度対象予算： ３,５４７百万円

（平成１８年度対象予算： ３,２４７百万円）

実施期間： 平成１８～２２年度

（予算総額： １７,２００百万円）

ユビキタスネットワーク社会の基盤と
なるオールパケット型の次世代ネット
ワークを早期に実現するため、その基
盤となる技術の研究開発を総合的に実
施する。

①次世代ネットワーク制御技術の研究
開発
②次世代ネットワーク・アーキテクチャ技
術の研究開発
③高品質ユニバーサルアクセス技術の
研究開発

光・モバイルに対応した
ネットワーク統合制御環境

OPTICAL COREOPTICAL CORE

次世代ＩＰネットワーク

光ファイバ

無線ネットワーク

ＣＡＴＶ

次世代ネットワーク制
御技術の研究開発

次世代ネットワーク・
アーキテクチャ技術
の研究開発

高品質ユニバーサル
アクセス技術の研究

開発

様々なアクセス網の高品質な接続

次世代ネッ トワーク

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： フォトニックネットワーク技術に関する研究開発 【総務省】

＜施策の概要図＞

平成１９年度対象予算： ３,４６５百万円

（平成１８年度対象予算： ２,８３０百万円）

実施期間： 平成１８～２２年度

（予算総額： １６,３４０百万円）

＜施策の概要＞
オール光通信実現のための基盤技術を

2010年頃までに確立することを目的とし
て、以下の課題につき、戦略的に研究開
発を行う。

(１)超大容量光ノード技術
(２)光波長ユーティリティ技術
(３)光波長アクセス技術
(４)集積化アクティブ光アクセスシステム
(５)全光ネットワーク基盤技術
(６)極限光ネットワークシステム技術

(4)集積化アクティブ光

アクセスシステム
小型10G-ONU及び超高速

光スイッチによるアクティブ

回線制御技術の確立

次世代通信技術へのブレークスルー

(6)極限光ネッ トワーク

システム技術

低消費電力高信頼光ネット

ワークシステムを実現する。

適応型高効率伝送技術や

ノード構成技術の確立

(3 )光波長アクセス技術

ユーザ主導 で瞬時に 光パス
をユーザ端末まで行き渡らせ、

多様 なサービスプラッ ト
フォームを提供

・ピコ秒オーダで千倍のラベル
処理を実現

・超低消費電力ﾉｰﾄﾞ（ﾋ゚ｺW/bps）
実現のための基礎技術の確立

幹線系フォトニックネットワーク

(5)全光ネットワーク基盤技術
光パケットルーターへ適用可
能な超小型・超省電力の光

RAM技術等の確立

(1)超大容量光ノード技術
光-電気技術の相補的融

合により100Ｔｂｐｓのコア

ルータを実現

(2)光波長ユーティリティ技術

1000ノード以上のスケーラビ

リティを有し、伝送環境に自
律的、アダプティブに適応す

るフォトニックネットワークを

実現

２０１ ０年の到達目標

・100Tbps級ルータ
・10 0Gb ps超級基幹網
に対応したマルチ

フォーマットエッジノード

・10Ｇｂｐｓ級の
光パスの自律的
な設定・解除

・入出力がビット単位
で遅延を任意に
設定可能な光RAM

マト リックススイッチ ゲートおよび読出し
用レーザ共振器 アレイ

光信号の書き込み
ナノ結晶デバイスを用いた

超高密度光双安定素子アレイ

高速光アドレッ サ

入力信号光

スケジューラ

受信機送信機

光ラベル
処理装置

光スイッチ 光バッファ

データラベル
パケット

データラベル
パケット

２０１０年の到達目標

２０１５年の到達目標

・アクセス系小型

10G-ONU
（光終端装置）

(4)集積化アクティブ光

アクセスシステム
小型10G-ONU及び超高速

光スイッチによるアクティブ

回線制御技術の確立

次世代通信技術へのブレークスルー

(6)極限光ネットワーク

システム技術

低消費電力高信頼光ネット

ワークシステムを実現する。

適応型高効率伝送技術や

ノード構成技術の確立

(3)光波長アクセス技術

ユーザ主導で瞬時に光パス
をユーザ端末まで行き渡らせ、

多様なサービスプラット
フォームを提供

・ピコ秒オーダで千倍のラベル
処理を実現

・超低消費電力ﾉｰﾄﾞ（ﾋ゚ｺW/bps）
実現のための基礎技術の確立

幹線系フォトニックネットワーク

(5)全光ネットワーク基盤技術
光パケットルーターへ適用可
能な超小型・超省電力の光

RAM技術等の確立

(1)超大容量光ノード技術
光-電気技術の相補的融

合により100Ｔｂｐｓのコア

ルータを実現

(2)光波長ユーティリティ技術

1000ノード以上のスケーラビ

リティを有し、伝送環境に自
律的、アダプティブに適応す

るフォトニックネットワークを

実現

２０１ ０年の到達目標

・100Tbps級ルータ
・10 0Gb ps超級基幹網
に対応したマルチ

フォーマットエッジノード

・10Ｇｂｐｓ級の
光パスの自律的
な設定・解除

・入出力がビット単位
で遅延を任意に
設定可能な光RAM

マト リックススイッチ ゲートおよび読出し
用レーザ共振器 アレイ

光信号の書き込み
ナノ結晶デバイスを用いた

超高密度光双安定素子アレイ

高速光アドレッ サ

入力信号光

スケジューラ

受信機送信機

光ラベル
処理装置

光スイッチ 光バッファ

データラベル
パケット

データラベル
パケット

２０１０年の到達目標

２０１５年の到達目標

・アクセス系小型

10G-ONU
（光終端装置）




